
生活介護事業所 えがお

１ 基本方針

地域に生活される障がい者が健康で生きがいを持ち、安心した自立生活ができるよう、充実し

た日中活動の提供と支援を行う。

また、地域住民等との連携強化や情報公開等による透明性の確保を図り、地域から信頼される

事業所となるように努める。

２ 利用者の状況（令和７年３月３１日現在）

（１）入所者状況 (人)

利用人数 前年 令和６年度中の入退所状況 定員に

度末 退所理由別 利用 対する 年度末

利用
入所 退所 地域移行

家庭 施設
契約

延人員
年間 利用者

区 分 定員
者数

人員 人員
ＧＨ ｱﾊﾟｰﾄ等 復帰 移管

解除 死亡 平均 数

(入院等) 稼働率

生活介護 30 36 4 3 1 0 0 1 1 0 8,273 102.1% 37

5年度 生活介護 30 34 7 5 0 0 1 2 2 0 7,958 98.6% 36

（２）障害支援区分

生活介護 (人)

性別
障 害 支 援 区 分

計
非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６

男性 0 0 2 3 6 9 2 22

女性 0 0 0 1 5 4 5 15

計 0 0 2 4 11 13 7 37

３ 事業の実施状況

（１）相談及び援助の充実

日中活動と共同生活援助を一体化して支援しているため、両方の視点から利用者の状態を知

ることができる強みを生かし、生活全体の連動的な支援を提供した。

また在宅からの利用者についても、相談事業所及び家族とのコミュニケーションや情報交換

を大切にし、相談しやすい環境づくりを心掛けた。

（２）日中活動支援の充実

ア 介護予防の観点を軸に、健康体操や音楽療法、創作活動のプログラムを準備し、利用者の

生きがいづくりに努めた。

利用者の個々の能力や個性等を観察し、理解しながら活動の充実を図った。また、身体機

能低下防止を図るため、３ヶ月に１回作業療法士の指導を受けて、利用者の身体機能の評価

を行った。

イ 地域の中で社会生活力の向上を目標に、生産活動等を行った。

清掃業務、喫茶、手芸、農業、役場花壇管理、廃品回収等利用者が好む作業を可能な限り

個別に提供し、賃金による工賃の支給だけではなく、収益を利用しての食事会や外出等によ

り生産活動へのやりがいを引き出せるよう努めた。

ウ 外部日中活動場所ほほえみの移転するとともに、利用者の希望を実現する意思決定支援に

根ざしたサービスの提供ができるよう体制づくりを検討した。

来年度より移転先でサービスを開始するが、入浴支援の実施や様々なイベントを計画し、

利用者の楽しみとなる活動を展開していく予定である。

（３）地域との交流

町内の祭りへの出店参加や、生産活動で製造した商品の直販売を行い、地域の方たちとの交

流を行った。
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また直売所への納品や役場花壇の管理委託は継続して行った。施設の知名度を上げ、公民館

活動への参加や近隣住民との合同で行事を開催するなど、地域とのふれあいを得られるような

活動を模索していく。

（４）経営改善・基盤の確立

ア グループホームで感染症が流行した際は利用中止の利用者が増え稼働率が一時的に下がっ

た時期もあったが、通年をとおして安定した運営ができた。

あまつホーム短期入所の利用をきっかけに日中の生活介護の利用に繋がった。

イ 在宅からの利用促進のため施設の知名度を上げるＰＲをし、相談支援事業所、病院、養護

学校、障害福祉サービス事業者等に積極的に働きかけ稼働率増に繋げていきたい。

（目標稼働率：１００％、実施稼働率：１０２．１％）

４ 実習、ボランティアの受入状況

（１）実習の受入実績

実習受入先 実習期間(月) 実人員 延人員

鳥取県新規採用職員 9月 2人 4人

計 2人 4人

（２）ボランティアの受入実績

秋祭りボランティア １０人、ゴスペルオーブ３人 （延１３人）

５ 附帯事業

（１）日中一時支援事業 定員 空床の範囲（主な受入先：南部町、日野町）

（２）利用実績 (人)

事業区分
今年度利用者数 前年度実績利用者数

実人員 延人員 実人員 延人員

日中一時支援事業 2 149 2 10


